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◆子

木嶌

勢い

弟で

て面

まわ

家は

に多

も良

 小

久末

の西

緒に

で泳

 屋

くさ

浮か

は池

遊び

 大

災の

木

子供の頃の

嶌(士) 当

いて兄弟も多

でしたが、大

面倒見ながら

わりにも友達

は広かったし

多く茂り遊ぶ

良く遊びに行

小学校５、６

末境に流れて

西ヶ堰と通称

につれられて

泳いだりもし

屋敷内に大き

さん泳いでい

かべ、船にし

池に厚い氷が

びもしました

大きな鯉がた

の時に蛋白質

木嶌士郎さん

の思い出 

当時はどこの

多かったね。

大きい子が小

ら遊んだりし

達がたくさん

し、野山が広

ぶところは多

行きました。

６年生の頃、

ている五反田

称当時呼んで

て、川の近く

しました。 

きな池が有り

いて、大きな

して遊んだり

が張って、そ

た。 

たくさんいた

質になる食料

ん 

の家でも子供

我が家も７

小さい子を背

してくれまし

んいたけど、

広がり大木が

多く、隣り近

 

千年・子母

田川（矢上川

でいた川で兄

くの人達と皆

り、大きな鯉

なたらい（樽

りもしました

その上でスケ

たのは、関東

料となかった

供が大

７人兄

背負っ

した。

私の

が廻り

近所に

母口と

上流）

兄と一

皆んな

鯉がた

樽）を

た。冬

ケート

東大震

たこと



と、火

聞いて

木嶌

さん宅

ってね

石井

の季節

ことが

現在の

成田

木嶌

元の娘

して遊

石井

した

すか

吉田

なか

て顔が

井さん

園の代

1 年生

しか載

隣村

影向寺

差した

た。今

 

 

 

 

火災の時の水

ています。 

嶌(眞) いつ

宅）に行って

ね、兄弟をお

井 春の田植

節には、子

がありました

の不動堂でし

田 お寺に皆

嶌(士) 今で

娘さんが 3～

遊んでくれた

井 私はよく

よ。遠くまで

ら。 

田 私たちの

ったです。私

が利いたか

んと一緒に小

代わりに父が

生を 2 回した

載りませんが

村の野川に

寺や中原街道

た大日地域の

今でも人間関

水源として池

つもここのう

て、広い屋敷

おぶって遊ん

植え、秋の稲刈

どもを託児所

た。能満寺の

したね。 

皆で行ったこ

でいう保育園

～4 人で子供

たものです。

く近所の友達

で行くと苛め

の頃は今のよ

私の父は教育

らでしょうか

小学校に通い

が入学させた

たわけですよ

が（笑）。 

もよく遊びに

道と現在の尻

の子どもたち

関係が良好で

池が掘られた

うち（木嶌士

敷をぐるぐる

んでいたね。

刈りなど農繁

所で見てもら

の 6 畳か 8 畳

ことがあった

園のように、

供たちの相手

 

達と家で遊び

められたりし

ような保育園

育委員をして

か、1 年上の

いました。保

たのでしょう

よ。名簿は 1

に行きました

尻手黒川線の

ちとも遊びま

です。 

たと

士郎

る回

 

繁期

らう

畳の

たね。 

、地

手を

びま

しま

園は

てい

の石

保育

うね。

1 回

たし、

の交

まし

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

木嶌

がさ

りし

はあ

木嶌

んで

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

嶌(士) 託

さつまいもを

して、皆さん

あり、嬉しか

嶌(眞) お

で腰に巻いて

    木

吉田

託児所にいる

をふかして持

んで食べなさ

かったもので

お寺にはお弁

て行きました

木嶌眞一さ

田信一郎さ

ると、家の年

持ってきてく

さいと差入が

ですよ。 

弁当を風呂敷

たね。 

ん 

さん 

年寄り

くれた

が時に

敷に包



◆戦

木嶌

嶌眞一

和 15

界大戦

代で、

備軍

在の宮

62部

小学校

ってき

 東京

間か

いるの

成田

ので兵

とも

ね。食

吊る

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

戦時中の記憶

嶌(士) この

一さん、成

5年入学の同

戦が始まり軍

、小学校で

として同居す

宮前区の宮崎

部隊があって

校 3 年生に

きたことを覚

京、横浜が大

ら 10 日間

のが家の方か

田 防空壕は

兵隊さんが横

ありました。

食料といえば

してあったの

成

憶 

の 3 人（木嶌

田茂さん）は

同級生です。す

軍事色が濃く

も在郷軍人の

するようにな

崎中学校の

多くの兵隊

なるとだいぶ

覚えています

大空襲で火災

ぐらい黒煙を

から良く見え

は戦時中に掘

横穴の中に駐

。池を埋めた

ば非常食で乾

のだけど、パ

成田茂さん

嶌士郎さん、

は橘小学校

すでに第 2次

くなっていた

の人達が軍の

なりました。

ところに旧東

さん達がいた

ぶ空襲が多く

す。 

災となり、1

を上げて燃え

えました。

掘って作った

駐屯していた

た事もあった

乾パンを天井

パサパサでし

ん 

、木

・昭

次世

た時

の予

。現

東部

たし、

くな

1 週

えて

たも

たこ

たし

井に

した。 

吉

関東

校門

は、

舎は

館が

 小

手伝

です

木嶌

る建

よ。

吉

な行

生が

石井

です

まし

卒業

木嶌

この

した

1ク

だっ

木嶌

もい

成

こに

石井

を引

母さ

田 橘小学

東大震災で倒

門の門柱が保

なかよし門

は木造で、2

がわりに使っ

小学校は木造

伝いましたよ

す。 

嶌(眞) あ

建物があって

しないと先

田 建国記

行事では中に

が読み上げて

井 教育勅

すね。2 つの

した。講堂が

業式のときな

嶌(士) 戦

のあたりにも

た。1学年 2ク

クラス男子 6

ったと思いま

嶌(眞) 親

いましたね。

田 日本光

に引っ越して

井 そう、疎

引き受けた方

さんの子を引

学校には今の

倒れて折れた

保存されてい

門の横に移転

つの教室を

ったこともあ

造で、新しい

よ。子供も大

あの頃は「奉

て前を通る時

先生に注意さ

記念日や卒業

にある「教育

てくれたもの

勅語の思い出

の教室を 1 つ

が無かったの

なども広くし

戦争が激しく

も疎開してく

クラスで男女

5人、女子も

ます。 

親戚を頼って

 

学の工場や住

てくる子もい

疎開に行くの

方です。うち

引き受けまし

のアリーナの

た花崗岩の立

いましたが、

転しています

を 1 つにして

ありましたね

い校舎を作る

大工仕事をし

奉安殿」と呼

時は最敬礼で

れましたか

業式といった

育勅語」を校

のです。 

出はやはり奉

つにして皆で

ので、お祝い

して使いまし

くなってくる

くる子供が増

女別々の教室

も同じくらい

て疎開してき

住宅ができて

いましたから

のではなく、

ちでは個人的

した。 

の前に

立派な

現在

す。校

て体育

ね。 

るのを

したの

呼ばれ

でした

らね。 

た特別

校長先

奉安殿

で聞き

い事や

した。 

ると、

増えま

室で、

いの数

きた子

て、そ

らね。 

疎開

的に伯



吉田

ていま

です。

木嶌

兵士の

や稲の

イナ

の手伝

した

きを手

木嶌

すか

石井

使い染

吉田

った軍

かされ

子が

でした

渋谷

の時、

とい

そば

の者で

いが食

大根な

当に嬉

B29

にパイ

とが

田 千年は寺

ませんでした

。 

嶌(士) 小学

の農家の留守

の苗間のズイ

ゴ取りもしま

伝いをしてい

よ、農家で、

手伝うとかね

嶌(眞) 味噌

らね。 

井 私の勤労

染物を洗って

田 中学の時

軍需工場の火

れました。お

出て、それが

た。 

谷消防署の勤

、消防署員た

うものを教え

に渋谷食堂が

です」と言

食べられま

などが入って

嬉しかったな

9 が打ち落

イロットがパ

ありました。

寺などでは疎

た。個人的な

学生も勤労奉

守家庭の農作

イ虫取りを手

ましたね。昔

いたからしっ

、夏に麦刈

ね。 

噌や醤油も手

労奉仕は藍染

ていました。

時の勤労奉仕

火薬廠(かや

おやつに麦粉

がとても美味

勤労奉仕もあ

たちから、初

えて貰いま

があって、そ

うと、どんぶ

した。ぞうす

ていて、塩気

なぁ。 

とされ、その

パラシュー

。生きていた

疎開を受け入

な受け入れだ

奉仕として出

作業の麦ふみ

手伝い、秋に

昔の子は皆、

っかりしてい

り、秋には稲

手作りの時代

染屋でした。水

 

仕は、長津田に

やくしょう)に

粉で作ったお

味しくて楽し

ありました。

初めて「シラミ

した。消防署

そこで「消防

ぶり 1 杯ぞ

すいの中身に

気もあって、

の消防署の屋

トで降下した

たパイロッ

入れ

だけ

出征

みの

には

、家

いま

稲こ

代で

水を

にあ

に行

お菓

しみ

。そ

ミ」

署の

防署

うす

には

、本

屋根

たこ

トは

憲兵

くて

東

いて

石井

てか

少し

がい

のと

した

が学

てい

ま

トで

水が

夜に

れる

なく

した

兵が運んでい

て良かったで

東京大空襲の

て帰りました

 

井 私は昭和

から橘青年学

し前は在郷軍

いなくなって

ときに教官の

た。1 年に 1

学校できちん

いました。

また当時の多

でなかったの

が枯れると稲

に 2、3人で

るように見守

く、土地に関

た。 

いきましたが

です。 

のときは渋谷

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

石井三郎

 

和 16 年に橘

学校に入学し

軍人が兵隊に

てしまったの

の代理として

1 回、サーベ

んと教えてい

多摩川用水の

ので、壊れる

稲作が作れな

、「堰番」と

守りました。

関わりのある

が、火事にな

谷から千年ま

さん 

橘小学校を卒

しました。終

に取られ、指

ので、私が 5

て 4 年生を教

ベルを下げた

いるか、調べ

の堰はコンク

ると大変でし

なくなります

として田に水

千年の人だ

る人々も来て

ならな

まで歩

卒業し

終戦の

指導者

5 年生

教えま

た将校

べに来

クリー

した。

すから。

水が流

だけで

ていま



その頃、新作の養福寺の近くのスギの木

に艦載機グラマンが墜落して、亡くなった

操縦士が木にひっかかっていたとき、寺の

お坊さんが来てくれたことが忘れられませ

ん。 

 

◆当時の遊び 

木嶌(士) あの頃の遊びといえば「コマ

回し」「メンコ」「ベーゴマ」「カクレン

ボ」「鬼ゴッコ」でした。特に「コマ回し」

では鉄を付けた木のコマに、縄を巻きつけ

て、思いっきり放って相手のコマとぶつけ

っこするわけです。今思うとちょっとあぶ

ない遊びですね。 

吉田 鉄コマをぶつけっこするのですが、

私は顔に当たり怪我をしましたよ。鉄コマ

は胴体が木で、回りと芯棒が鉄で、夜に塩

水につけておくと、木がふやけて翌日うま

く使えるのです。 

木嶌(士) そう、みんな夢中で、家に帰

るとコマを塩水にしっかりつけて鉄が錆び

ないようにしたり、木の部分をふやけさせ

て形を整えて、次の日に遊ぶ準備をしたり

してね。あとは相撲力士型をしたメンコで

遊んだり、ポチという犬と一緒に遊んだり

もしましたね。 

吉田 かくれんぼもよくしました。今で言

うスギ花粉なんかその頃、知らないうちに

葉っぱをかぶって遊んでいましたよ。 

木嶌(士) あの頃は今のようにスギ花粉

がどうこういわれる時代じゃなかったから

ね。薪小屋でかくれんぼ遊びで隠れようと

して、たくさんの杉の葉かぶっても何とも

なかったなぁ。周りに杉の木など沢山生い

茂っている、そのような日々の生活でした。 

吉田 スギ花粉に関しては、昭和 20 年代

のデータによると、日本人の 60％は寄生虫

保持者で、その原因が下肥（人糞）を使っ

た野菜を喰っていたためであるとされてい

ました。寄生虫（蛔虫）が排泄する物質に

対し、人体に自然に抗体ができ花粉症を発

症しなかったということです。 

 戦中・戦後、肥料不足のため野菜産地で

は盛りに下肥が使用されたため、農家の家

族はほとんど蛔虫の保有者で、めまいや心

臓病と思われる病状を訴えるものが多く、

寄生虫により健康がむしばまれていたわけ

です。そのため、保健所を中心に検便・駆

虫を実施し、撲滅運動を展開した保健所長

は博士号を取得したと聞いています。 

 

◆戦後の生活 

吉田 今や日本は、世界でも有数な水洗ト

イレの国ですが、当時は丸子橋を渡って下

肥をリヤカーで運んでいました。下肥は農

家にとって大切なものでしたから。その後、

進駐軍が衛生上よくないからでしょうか肥

溜めをつぶしましたけどね。 

笑い話ですが天秤で人糞を苦労して運ん

だのに、全部自宅前でこぼしてしまったと

いう話も聞きました（笑）。 



石井 リヤカーは行きの道は、舗装されて

いて楽だったけど、帰りは舗装されてない

道で大変な思いをしました。進駐軍の車を

先に行かせて、帰りも舗装されている道を

通ったら、警察官に怒られましたよ。 

吉田 昭和30年代はどこも砂利道ですよ。

冬は霜柱が立って、農道では自転車は泥が

ついて走れなかった。その 30 年代にこのあ

たりでは、一番早く乗用車を買いました。

せっかく買ったのだから、夏休みに家族旅

行でもと出かけても、とにかく先頭を走ら

ないとホコリで酷い目に遭いました。 

昭和 24 年に勤労奉仕の人たち 6000 人が

山を削って蟻山坂を平らにしました。勾配

は急ではないのですが、とにかく砂利道で

皆、苦労していました。 

成田 当時はすべてリヤカーか牛車でし

たが、馬車もありましたね。 

木嶌(士) そのおかげで蟻山坂の辺り

はだいぶ楽に通れるようになりましたね。 

吉田 あの頃、近所の何軒かで耕耘機を購

入しました。機械を買うというのは、当時

は個人ではとても負担が大きかったですか

らね。最初は水田など、偏った使い方でし

たが、そのうち自分の使いたい時に使いた

いし、機械も安くなり自分らの所得も増え

たので個人で買えるようになりました。籾

摺り機は、農機具店から借りて、皆で順番

に使いました。 

成田 発動機や籾摺り機は農機具店が貸

してくれて助かりました。そのうちどこ

の家も機械が買えるようになってきたか

らね。 

木嶌(眞) 水田も多かったから、みんな

耕耘機がほしかったけれど、何せ高価で

個人で持てるものでもなかったので、何

軒かで共同で購入して交代で使いました

ね。 

石井 昭和 30 年 4 月にオート三輪車の免

許を取りました。当時は中古で 20 万円しま

した。忘れもしません。 

吉田 千年地域の農家の半数以上が養豚

をしていまして、とにかく餌運びが大変で

した。 

石井 うちも 50 頭いましたよ。 

吉田 昔、このへんは湧き水が綺麗でね。

清沢村といわれていたこともあったくらい

だから、水は豊富で美味しかったですよ。

煮炊きに使うのと同時に、豚舎を清潔にす

るのに多量の水を使いました。井戸を掘っ

てその水を使っていた家も多かったね。し

かし、昭和 50 年以前に、環境衛生の関係で

養豚はなくなりました。 

木嶌(眞) 鶏も多くて、卵を産んでくれ

て助かったね。 

石井 昭和 24 年頃に水道が引かれました

が、それまでは井戸水でした。 

吉田 私のところは、水道はもっと遅かっ

たなあ。昭和 30 年中頃まで井戸水でしたね。

何といっても風呂焚きにはまいりましたよ。

薪で風呂を焚きますが、熱すぎるとまた、

水を運んで冷やすのです。薪がないときは



ワラや豆ガラで火を付けました。大金持ち

は薪のために山を買っていましたよ。木を

伐採して薪にするのです。農家の土間にあ

る釜戸の部屋は薪を蓄えておく必要があり、

かなり広いスペースを有していました。 

木嶌(士) 燃料は薪でしたね。山を持っ

ている家はそこから木を切って薪にしまし

たが、山のない家では山の所有者にお願い

して根っこ掘りをしたりしてね。毎年 2 月

からお彼岸までの間に一年分の薪を用意す

るのですよ。子どもの頃、リヤカーの後押

しや薪割りも子供ながら手伝いましたね。 

 小さいときは、薪割りが下手でねえ。「木

元竹末」(きもとたけうら)という言葉が、

農家では当たり前のように言われていまし

たが、木は根元の方から、竹は末から割る

と割りやすいと言われていました。 

吉田 終戦の時に、薪など燃やすものがな

くなってしまうと、自宅の軒下の羽目板を

剥がして燃やすなど貧しい家もありました。

山のない中原方面の農家は薪が少なくて木

の根っこを掘って使いました。ここの蟻山

坂を登って薪を運んで行くのが冬の風物詩

のようでした。 

 

◆当時の商店の様子は 

吉田 店の屋号は今も残っています。昔は

店を農家が兼業として営んでいました。現

在ある野川境の米屋の大国屋は雑穀、味噌、

醤油などを扱っていました。蟻山坂の下に

は煎餅屋、足袋屋、傘屋、紺屋などが並ん

でいました。その他、棒屋と言って野良仕

事の鍬などの柄を据える店や、桶屋、鍛冶

屋もありました。千年十字路の末長屋は昔

の百貨店で、生活必需品は何でもありまし

たよ。しかし、現在はすべて無くなってし

まいましたが。 

木嶌(士) 戸数も少なかったから郵便物

も「川崎市千年○○様」で届いたね。家に

は武蔵国橘樹郡と書かれた鉄印もあったね。 

 

◆青年団活動 

木嶌(士) 昭和 30 年 8月に千年青年団で

初めて、町内の大人や子どもが仲良く集い

憩う場として、千年青年団長だった私達の

時代に、第 1 回納涼盆踊り大会を開催しま

したが、丸太と荒縄で櫓を作ることは、そ

れは大変なことでした。一日おきに練習し、

2 日間踊りを楽しみましたが、今と違い、

娯楽の少ない時期で皆さんが憩いや交流の

場として出店も町内の方にお願いして、大

変盛況でしたが、この伝統は今も町会に引

き継がれ、主要行事の一つとして、また夏

の風物詩となって喜ばれています。 

 橘地区には中学校がなく、生徒は隣接地

区の高津中学校か西中原中学校へ通ってい

ましたが、昭和 28 年に橘中学校が開校しま

したが、敷地は近くの岩山を削っての埋立

地のため、岩がゴロゴロしていて、校庭の

整備に橘青年団として汗をかきました。ま

た、昭和 39 年に体育館が竣工したことに合

わせ、翌年に青年団と橘農業協同組合が共



催で橘地区の秋の農産物品評会を行い、収

益金を橘中学校へ寄付したことがありまし

た。 

木嶌(眞) 千年青年団では、毎年 12 月に

は防火・防犯対策として、夜警を 10 日頃か

ら大晦日まで毎晩 5 名が集まり、1 名が夜

食作りを、2 名ずつで北と南の地域に分か

れ、深夜の 11 時と 1時に詰め所（当時の公

会堂）を出発し、拍子木を叩きながら一軒

ずつ「ご用心なさい」と声をかけながら、

約 1 時間かけて地域内を隈なく廻りました。

この伝統は今も町会青年部が引き継ぎ、年

末の12月 28日から 30日までの3日間実施

されています。 

石井 今回の企画に参画するにあたって、

昔の書類等を整理した折、千年青年団の文

化部が昭和 20 年 5 月 26 日印刷、21 年 6 月

1日発行した「ちとせ CHITOSE ６月号（創

刊）」を拝読し、多くの方々が戦火も収ま

り、漸く、此の身はオレのものだと思える

様な時代を迎え、戦時中の焼きを入れられ

た生活から目覚めつつある中で、一人ひと

りが信念をもって記述された文章に触れ、

感慨ひとしおと同時に、瞑想に耽りました。 

 

◆第三京浜道路 

木嶌(士) 昭和 40 年に第三京浜道路がで

きましたが完成まではいろいろ大変でした。

ちょうど千年を通るのですが、高速道路が

できてしまうと地域を分断してしまうこと

になり、お互いに行き来ができなくなるの

は困るということで絶対反対で、反対期成

同盟を作って道路公団側に抗議し、現在の

第三京浜高速道路が出来上がったのです。 

吉田 最終的には「動脈道路は大切、お国

のためだ」ということで、高架にするとい

う条件付きでその反対同盟も同意しました。

今では道路を高架にするなんて当たり前の

ことですが、昔は、地域共同体がそれだけ

大切だったのですよね。 

成田 地元を代表して柏木武男さんが交

渉してくれました。そのあたりは「目で見

る千年の今昔」をぜひ読んでみて下さい。 

・・・目で見る千年の今昔 P38 より抜粋・・・ 

「第三京浜道路にまつわる苦悩」 

この道路は、昭和 40 年（1965）に完成し

た高速道路である。完成に至るまでには、

先人の苦悩があったことを忘れてはならな

い。 

昭和 35 年日本道路公団からの説明によ

ると、この道路は東京と横浜を結ぶ自動車

専用道路であり、地域で発生していた渋滞

の解消にはならず、道路の完成により、地

域分断を考えると、むしろ地元にとっては、

デメリットの多い事業であった。土地改良

によって、碁盤のように整然となった耕地

を、幅員 32 メートルの自動車専用道路が斜

めに地域を分断することによって生ずる、

景観、人の輪を台無しにしてしまう、この

問題については絶対反対しなければならな

いと言うことで、反対運動が行われていた

のである。 



しか

県議会

きが
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解放す
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かし、激しい
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「千年の今

い反対闘争の

、事業決定の

、反対運動は

その結果、道

な堤防式の道

式に変更させ

できるように

ことで、決着

に立ったのが

会議員として

。（引用ここ

・・・・・・・・

目で見る千年
０年２月１日
（目で見る千年
員会

昔」で町の

の経過のなか

の強行採決の

は条件闘争に

道路計画線周

道路計画を、

せ、その下を

に、一般道路

着をみたので

が、当時橘農

て活躍された

こまで） 

・・・・・・・・

年の今昔

年の今昔）

の姿を確認

かで、

の動

に切

周辺

、現

を地

路に

であ

農協

た柏

・・・ 

石井

な荷

橋を

は修

修工

 

◆念

石井

谷戸

つが

です

吉

社、

ま

た

1

りで

うの

お

寄付

子ど

もの

まし

の方

りま

戦

殿」

の子

好評

まし

にか

認 

井 多摩川

荷物を運ぶこ

を維持するの

修理しないと

工事が順次始

念仏講や祭

井 今は 17

戸(まえやと

が春日台(か

す。 

田 以前は

、御嶽神社

した。昔は

とのことで

10 月 18 日の

で行いました

の歌舞伎役者

お金を寄付す

付」という花

ども相手の店

の店が並んで

した。昭和 2

方針に基づき

ました。 

戦後は、素人

、男性は東

子守唄を題材

評を博しまし

した。しかし

かわり今日に

に橋が架かっ

ことができ便

のは大変です

とね。現在、

始まっていま

祭りについて

7 軒で講をや

)と後谷戸(

かすがだい)を

は、村の鎮守

社、神明神社

は氏神様は各

です。 

の秋祭の祭事

た。祭りの余

者を呼んで毎

すると桟敷席

花札が貼られ

店や、ラーメ

で、戦前から

29 年、1村 1

き三社を合祀

人芝居を行い

東海林太郎の

材とした「国

した。私もこ

し、これを最

に至っていま

ってからは、

便利になりま

すよ。50 年に

多摩川の橋

ますね。 

て 

やっています

(うしろやと

を挟んで一緒

守として春

社の三社が

各氏ごとに

事は、三社持

余興には相模

毎年行いまし

席に招かれ

れました。屋

メン屋などの

らずっと続い

1社という昔

祀し千年神社

い、女性は

の歌で有名な

国定忠治」を上

この芝居に出

最後に氏子演

ます。 

、大き

ました。

に 1回

橋の改

す。前

)の 2

緒の講

春日神

があり

にあっ

持ち回

模のほ

した。 

「何円

屋台も

の喰い

いてい

昔から

社にな

「狸御

な赤城

上演、

出演し

演芸会



 

 

 

 

 

 

 

 

◆遠

＜木

昔は

してね

話を

先で、

なのだ

いて何

く食べ

日の人

ます。

囲んで

は山の

嶌眞一

よう

たり、

ちゃん

ね。今

よ。 

軍時

麦わ

編んだ

送った

木

遠い記憶から

木嶌 士郎さ

は家族が多く

ね、女中さん

してくれま

、次が親父お

だけれど、献

何か言うこ

べたりした

人にはお祝い

。88 歳の米

でみんなで写

の上で、子供

一さんの家の

に」と言って

、冬など寒い

んとした薪を

今思うと人情

時時代には罹

らとよもぎ草

だむしろ）」

たこともあ

木嶌士郎さ

ら 

さん＞ 

くて、うちも

んが食事の用

した。食事は

おふくろの順

献立が違って

ともしないで

ものです。そ

いの鯛が出た

寿の記念日に

写真を撮った

供の頃は学校

の前を通る

てくれて、お

いときは暖ま

をくべて暖め

情があって温

罹災された人

草で「こも

」を小学校で

りました。 

さんと木嶌

も 12～13 人い

用意や子供の

は年寄りが一

順で、最後に我

ても、それに

で、皆んな仲

それぞれの誕

たのを覚えて

にはお年寄り

たりしたね。

校の帰り道に

と「寄ってい

お菓子をもら

まって行きな

めてくれまし

温かい時代で

人（家庭）に

（麦わらなど

で編んで作り

眞一さん

いま

の世

一番

我々

につ

仲良

誕生

てい

りを

。家

に木

いく

らっ

なと、

した

です

に、

どで

り、

＜木

う

家で

駅が

代で

お宅

が家

り初

す。

 

＜成

 う

弟の

だ記

間で

らね

が、

覚え

セル

でヤ

 戦

と多

ブル

術力

スコ

に灯

が多

理は

てい

 

 

木嶌 眞一

うちも 10～1

でね。蟻山坂

が新しくなっ

で渡り初めを

宅がする予定

家がすること

初めをしたの

 

成田 茂さ

うちは 8 人家

の長男でした

記憶はないで

ですよ。農家

ね。そこに机

おじいさん

えています。

ルで一服する

ヤニ臭くてね

戦争が終わっ

多摩川を歩い

ルドーザーが

力の差を実感

コップでしょ

灯火管制で家

多摩川沿いに

はわかるだろ

いたのを覚え

一さん＞ 

11 人がいてね

坂の道ができ

った時にも駅

をしました。

定だったのだ

とになってね

のは良い思い

さん＞ 

家族で、私は

た。子供の頃

ですね。家に

家は家の中で

机を出して食

んが必ず晩酌

朝起きると

るのですが、

ね（笑） 

ってしばらく

いていたら、

があってね。

感させられま

ょう。違うな

家の中を暗く

に飛んでいけ

ろうってね。

えていますよ

ね。みんな長

きた時とか、

駅の通路を親

初め高津の

だけれど、結

ね。皆で元気

い出になって

は男ばかり 4

頃は女の子と

に入ると玄関

での作業も多

食事をするの

酌をしていた

とおじいさん

刻みタバコ

くして、おふ

河川敷に大

アメリカと

ましたよ。日

なあってね。

くしても、飛

けば、暗くて

そんなこと

よ。 

長寿の

溝口

親子三

の方の

結局我

気に渡

ていま

4 人兄

と遊ん

関は土

多いか

のです

たのを

んはキ

コなの

ふくろ

大きな

との技

日本は

それ

飛行機

ても地

と考え



＜吉

私は

すみま

があ

い

在郷軍

出て

と日本

した

練に取

た 38

たこ

玉音

財閥の

労奉仕

竹槍

だと力

現在

用地

オン

谷台

とい

所有が

再び農

千年新

がされ

地を、

たため

戦

な若人

で行わ

吉田 信一郎

は昭和 2 年

ました。石井

りました。 

よいよ米国

軍人も兵隊に

きて、空襲で

本が本当に勝

よ。しかし、

取り組み、富

8 式歩兵銃を

ともあります

音放送は、世

の農場で聞き

仕となりま

を持って米兵

力説していた

在の千年新町

として買収

山の土で埋め

にあった海軍

うことでと

が移りました

農民に土地が

新町ができた

れているのは

、耕地整理

めです。 

中にあった橘

人を輩出して

われていた戦

郎さん＞ 

生まれで戦争

井さんのとき

と戦争態勢に

に取られ、周

で町の焼け野

勝てるのか

、学生時代は

富士山麓の御

を持たされた

す。 

世田谷の用賀

きました。こ

した。学校配

兵の日本上陸

た顔が想いう

町の土地は、

され、伊勢山

め立てられま

軍の無線塔に

りやめとな

たが、戦後紆

が戻り、その

たのです。綺

は、農民が所

した後、住宅

橘青年学校は

ています。明

戦場競技全国

争に行かなく

きは、徴兵検

に入ったとき

周りで戦死者

野原を見てい

と心配になり

は熱心に軍事

御殿場で行わ

た演習に参加

賀にあった三

これが最後の

配属の将校が

陸を阻止する

うかびました

、戦中軍需工

山台の通称ラ

ましたが、蟹

に障害が生ず

り、住宅営団

紆余曲折を経

の後昭和 28 年

綺麗に区画整

所有していた

宅用地に転用

は、多くの優

明治神宮競技

国大会には、

くて

検査

きは、

者も

いる

りま

事訓

われ

加し

三井

の勤

が、

るの

た。 

工場

ライ

蟹ヶ

ずる

団に

経て、

年に

整理

た土

用し

優秀

技場

、毎

年出

その

担い

で金

若者

 

＜石

戦

に詰

の笹

友人

に命

残念

バラ

どが

今

たい

北部

来、

合の

して

をお

心し

出場し、優秀

の他柔剣道で

いで走るレー

金色バッチを

者が多かった

石井 三郎

戦時中は旧東

詰めてリヤカ

笹の原で、爆

人の父親が牛

命中して、そ

念なことに１

ラバラになり

が引っかかっ

今は米寿を過

いです。思い

部市場が開く

現在に至っ

の長をしてお

て頑張りまし

お飾りとして

しました。実

（平

イ

秀な成績を収

で連隊 1 位と

ースで優勝す

を授与される

たのも自慢の

郎さん＞ 

東部 62 部隊

カーで届けま

爆弾が落ちた

牛の横腹に隠

その人は助か

１級上の綺麗

り、ケヤキの

っているのを

過ぎて皆様に

い起こせば、

くとともに千

っています。

おり、10 周年

した。そして

て出荷できた

実に年月は早

平成２７年１

ンタビュー

収めていまし

となった者、

する者、体育

る者など、優

のひとつでし

隊まで馬の餌

ました。その

た時がありま

隠れたら、そ

かったそうで

麗な女性は爆

の木の上に着

を見ました。

にお礼を申し

昭和 57 年、

千年出荷組合

当時は自分

年のお祝いを

て 10 年後に、

たときは本当

早いものです

１月２９日実

ー風景 

した。

俵を

育検定

優秀な

した。 

餌を俵

の途中

した。

その牛

です。

爆弾で

着物な

 

しあげ

川崎

合も出

分が組

を目指

七草

当に安

すね。 
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